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51，264世帯（前月比230世帯増）

161，889人（前月比341人増）
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高
い
『
健
康
』
へ
の
関
心

1
1
1
1
1
－
－
Ｉ
－
Ｉ

家
族
の
健
康
管
理

今
回
の
調
査
は
、
市
政
モ
ニ
タ

ー
百
九
十
五
人
に
お
た
ず
ね
し
た

も
の
で
、
百
四
十
九
人
（
回
収
率

七
一
〈
・
四
％
）
か
ら
回
答
が
寄
せ

身
ｙ
左
。

「
自
分
の
健
康
状
ｐ
に
つ
い

て
「
普
通
」
「
た
い
へ
ん
健
康
」

と
感
じ
て
い
る
人
は
百
三
十
九
人

（
九
三
・
三
％
）
で
、
「
健
康
で

な
い
」
は
ナ
〈
（
六
・
七
賢
）
で

－－－－・－－－－－－－－－－－・・－

に
果
た
す
母
親
の
役
割
は
大
き
い

と
言
え
ま
ず
。

自
分
や
家
族
の
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
の
「
望
ま
し
い
相
談
場
所
」

は
「
か
か
り
つ
け
の
医
即
が
八

十
九
人
（
五
九
・
七
§
）
と
最
も

多
く
、
次
い
で
「
市
や
保
鴎
即

四
十
五
人
（
三
〇
・
二
％
）
と
な

っ
て
い
ま
す
か
、
実
際
に
相
談
す

る
の
は
「
か
か
り
つ
け
の
医
即

が
六
十
二
人
（
四
一
・
六
％
）
と

最
も
多
く
、
「
病
院
」
二
十
一
人

（
一
四
・
一
％
）
が
次
い
で
い
ま

す
。Ｌ

が
し
、
望
ま
し
い
相
談
場
所

と
し
て
多
か
っ
た
「
市
や
保
囲
即

へ
の
相
談
は
、
一
人
（
〇
・
七
％
）

夕
巡
。

市
民
茶
摘
み
の
集
い

ト
新
芽
の
香
り
漂
う
市
民
茶
摘
み
の

集
い

知
識
習
得
へ
強
い
関
心
と
期
待

成
人
病
予
防
に
つ
い
て
の
「
知

識
程
度
」
は
「
よ
く
知
っ
て
い
る
」

「
あ
る
程
度
知
っ
て
い
る
」
が
百

十
七
人
（
七
一
・
八
包
と
多
ぐ
、

そ
の
知
識
は
「
新
聞
’
・
雑
誌
・
テ

レ
ピ
ー
ラ
ジ
オ
」
の
マ
ス
コ
ミ
関

係
か
ら
が
半
整
ｙ
占
め
て
い
ま
ｙ
。

次
に
「
応
急
手
当
な
ど
で
習
得

し
た
い
知
砂
と
し
て
は
、
「
成

人
病
予
防
の
知
砂
が
や
丁
ハ
（
四

七
§
）
と
最
も
多
ぐ
、
「
救
急
・

急
病
時
の
5
急
手
当
法
」
が
六
十

二
人
（
四
一
・
六
％
）
と
な
っ
て

い
ま
ず
。
そ
こ
で
、
応
急
手
当
法

の
「
望
ま
し
い
習
得
方
法
」
を
お

聞
声
レ
だ
と
こ
ろ
、
「
市
や
保
健

所
の
行
う
健
康
教
序
三
十
八
人

（
二
五
・
五
％
）
、
「
市
政
だ
よ
り
」

三
土
ハ
人
（
二
四
・
二
％
）
と
な

っ
て
お
り
、
知
識
習
得
の
た
め
に

市
民
の
強
い
関
心
と
期
待
が
寄
せ

β
れ
て
い
ま
ｙ
。

華
柔
れ
る
「
地
域
の
健
康
づ
ぐ

り
の
活
即
は
、
「
健
康
づ
く
り

活
動
の
で
き
る
集
会
所
・
体
育
室

な
ど
の
建
設
に
が
五
十
一
人
（
三

四
・
二
％
）
、
「
家
庭
の
参
加
で
き

る
体
力
測
定
や
栄
養
診
断
な
ど
の

行
事
」
が
四
十
四
人
（
二
九
・
五

％
）
、
「
健
康
づ
ぐ
り
の
老
人
学
級
、

婦
人
学
級
な
ど
の
開
き
二
十
八

人
（
一
八
・
八
％
）
と
な
っ
て
い

乖
ｙ
。

昭
和
五
十
八
年
二
月
に
老
人
保

健
法
が
施
蒋
旨
れ
て
い
求
ふ
、

そ
の
「
周
知
屏
は
「
知
っ
て
い

る
」
が
五
十
八
人
（
三
八
・
九
§
）

に
と
1
官
、
六
割
以
上
の
人
が

「
知
ら
な
か
っ
た
」
ぷ
四
え
て
い

康
ず
。
ま
た
、
市
の
保
健
事
業
の

「
周
知
序
に
つ
い
て
も
半
数
以

上
り
人
が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と

答
え
ら
れ
て
お
り
、
周
知
方
法
の

改
善
が
今
後
の
課
題
と
い
え
未
丁
。

最
後
に
、
現
在
家
庭
内
で
最
も

「
関
心
の
高
い
こ
と
」
は
、
「
子

″
も
の
教
育
」
五
十
三
人
（
三
五

・
六
％
）
「
家
族
の
健
康
」
三
十

邸
人
（
二
三
・
五
％
）
で
、
全
体

2
ハ
割
近
ふ
占
め
て
い
ま
ｙ
。

こ
の
ほ
か
、
「
子
芦
も
の
就
職

・
柿
原
十
七
人
（
一
丁
四
％
）
、

「
老
後
の
牛
活
」
十
三
人
（
八
・

七
§
）
、
「
仕
事
の
こ
と
」
十
人

（
六
・
七
弧
）
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

機構を一部改革

5月27日　木

幡

5月8日101人の人事異動も実施

市
で
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
と
新
た
な
行
政
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
八
日
付
で
機
構
改
革
と

人
ｔ
ｔ
異
動
Ｍ
ｔ
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
昨
年
度
に
大
規
模
な

機
構
改
革
と
人
事
異
動
Ｍ
：
ｃ
．
ま

し
た
の
で
、
必
要
最
少
限
の
内
容

と
な
っ
て
い
未
丁
。

機
構
改
革
で
は
、
多
様
化
す
る

八
十
八
夜
も
過
ぎ
、
宏
お

街
に
お
茶
の
香
ぴ
が
漂
っ
て
き

ま
し
た
。
特
諾
落
茶
は
、
い

ま
茶
摘
み
の
最
盛
期
で
す
。

市
で
ば
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

お
茶
に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う

と
「
市
民
茶
摘
み
の
集
い
」
を

開
孝
示
ｙ
。

社
会
教
育
活
動
へ
の
対
応
の
充
実

奎
凶
る
た
め
、
教
育
委
員
会
に
社

心
一
教
育
担
当
参
事
夕
配
置
。

ま
た
、
住
宅
作
政
の
充
実
を
図

る
た
め
、
建
築
課
・
営
繕
課
を
再

編
し
、
建
築
課
・
住
恒
課
と
し
ま

し
死
。こ

の
ほ
か
、
星
川
右
岸
公
共

下
水
道
の
供
用
開
始
及
び
流
域
下

水
道
事
業
へ
の
取
ぴ
組
み
を
強
化

す
る
た
め
、
下
水
道
課
事
業
係
を

邪
設
第
一
係
と
建
設
第
二
係
に
分

け
、
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
り

次
し
た
。
福
祉
事
務
所
で
ぼ
、
各

課
に
庶
務
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

庶
務
を
各
課
に
分
散
し
、
襲
諌

庶
務
係
と
社
会
係
を
統
合
し
て
社

会
係
と
し
奔
レ
だ
。

ま
た
、
水
道
の
浄
水
施
設
の
管

加
体
制
の
強
化
奎
凶
る
た
め
、
工

務
課
に
宏
萍
水
場
想
旱
幹
を

配
置
し
た
ほ
か
、
国
体
準
備
室
、

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
準
備
室
、
保

育
課
、
都
市
整
備
失
対
事
業
課
、

宇
治
市
公
民
館
に
そ
れ
ぞ
れ
主
幹

夕
配
置
し
ま
し
た
。

人
事
異
動
は
部
長
級
以
下
百
一

人
で
、
部
長
級
六
人
、
課
長
級
十

六
人
、
係
長
級
二
十
四
人
、
一
般

職
五
十
五
人
。
こ
の
ほ
か
、
本
年

度
新
規
採
用
職
員
十
人
が
正
式
配

当
日
は
、
茶

摘
み
忿
参
λ

で
い
た
だ
き
、

ま
た
、
新
茶
も

味
わ
っ
て
い
た

だ
き
康
ｙ
。
家

族
づ
れ
で
お
気

軽
に
ご
参
加
ぐ

だ
さ
い
。

な
お
、
参
加

ご
希
望
の
人
は
、

直
接
茶
摘
み
会

場
へ
お
越
Ｌ
ぞ

だ
さ
い
。

▼
と
き
・
：
5
月
2
7
日
0
、
午

前
1
0
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

▼
と
こ
う
：
杉
本
良
吉
さ
ん
所

有
の
茶
園
（
木
幡
内
畑
1
8
、
京

阪
木
幡
駅
南
側
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
林
茶
業

課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
圭
司

置
さ
れ
ま
し
た
。

事
務
室
が

変
わ
Ｉ
ま
す

今
回
の
機
構
改
革
に
伴
い
、
こ

れ
ま
で
本
館
二
階
に
入
っ
て
い
た

市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
準
備
室
が
本

館
北
側
の
市
民
相
談
室
の
隣
に
、

ま
た
、
新
館
三
階
に
入
っ
て
い
た

土
地
開
発
公
社
が
プ
レ
ハ
ブ
庁
舎

二
階
に
移
り
ま
ず
。
な
お
、
住
宅
課

は
従
来
ど
お
り
本
館
三
階
で
ｙ
。

斑
所
へ
お
越
し
の
と
き
で
、

課
の
場
所
や
業
務
内
容
で
わ
か
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
訟
右
、
太

館
の
受
付
で
気
軽
に
お
た
ず
ね
ぐ

だ
さ
い
。

323

十
人
の
う
ち
九
人
は
自
分
が
健
康
で
あ
る
と
感
じ
、
ま
た
、

こ
の
一
年
間
に
三
人
に
二
人
が
健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

健
康
診
断
を
受
け
て
い
ま
す
Ｉ
市
が
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
対

象
に
「
健
康
に
関
す
る
市
民
意
識
」
の
調
査
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
こ
ん
な
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
今
回
の
調

査
結
果
を
今
後
の
保
健
医
療
行
政
に
生
か
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

母
親
が
中
心

し
た
。
次
に
、
「
健
康
診
断
受
診
の

有
冬
に
つ
い
て
は
「
あ
る
」
が

九
十
三
人
（
六
二
・
四
％
）
、
「
な

い
」
が
五
十
三
人
（
三
五
・
六
％
）

で
、
三
人
に
二
人
が
こ
の
一
年
間

に
健
康
診
緊
受
け
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
健
康
診
断
憲
な
り
μ
れ
た
九
十

三
人
の
受
診
先
は
、
「
職
場
」
が

五
四
・
八
9
と
最
も
多
く
、
次
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
迷
惑
駐
車

あ
な
た
は
、
機
惑
駐
車
を
し

て
い
ま
せ
ん
↑
。

た
だ
食
「
迷
5
駐
車
追
放

市
民
運
即
が
市
内
一
斉
に
展

開
さ
れ
て
ぃ
ま
で
ご
ｍ
駐
車

は
、
時
間
・
場
所
迄
問
わ
ず
恒

常
的
に
道
路
に
駐
車
し
、
交
通

の
障
害
及
び
地
域
住
民
の
日
常

牟
活
に
著
し
い
視
惑
を
か
け
て

ぃ
康
ｙ
。

期
間
中
、
宇
治
市
交
通
安
全

対
策
協
議
4
一
で
は
、
栄
治
警
察

署
と
消
防
本
郎
、
建
設
部
の
協

力
少
肴
て
三
色
パ
ト
ロ
ー
ル
を

「
病
院
・
医
院
」
の
三
二
・
三
％

と
な
っ
て
い
未
了
。

「
家
庭
の
健
康
管
理
の
望
ま
し

い
役
割
形
態
」
は
、
「
母
親
」
七

十
五
人
（
五
〇
・
三
％
）
と
「
各

自
」
七
干
人
（
四
七
弧
）
が
全
体

を
二
分
し
て
い
‘
’
チ
が
、
「
実
際

の
役
割
形
能
ご
で
は
「
母
親
」
が

九
土
ハ
人
（
六
四
・
四
％
）
と
圧

倒
的
に
多
く
、
家
庭
の
健
康
管
理

実
施
し
、
啓
発
・
指
導
・
取
り

締
り
な
戸
石
存
い
ま
し
た
が
、

市
街
地
を
中
心
に
多
く
の
池
5

駐
車
が
行
り
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
ジ
レ
ー
無
駐
車
は
、
交

通
事
故
の
原
因
に
な
り
ま
ｙ
。

特
に
、
消
防
車
な
戸
緊
急
自
動

車
の
通
行
を
妨
げ
る
た
め
、
市

民
の
貴
璽
な
財
産
を
失
う
こ
と

に
も
な
紅
か
ね
ま
せ
ん
。

車
を
運
転
す
今
人
は
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
り
安
全
運
転
を
。
3

掛
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
駐

車
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
場
所
に

し
て
ぐ
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
を
無
ぐ
し
、
道
路

は
広
く
正
し
ぐ
使
い
奔
し
ょ
う
。

楠
浦
正
保
さ
ん

早
治
市
自
治
功
労
者
の
楠
浦
正

堡
兄
（
ｔ
雀
川
西
組
一
七
の
Ｉ
）

は
、
十
一
日
、
老
衰
の
た
め
死
去

さ
れ
ま
し
た
。
七
干
七
歳
。

楠
浦
さ
ん
は
、
昭
和
八
壬
〈
月

か
皐
七
年
五
月
ま
ぶ
落
村
村

会
議
員
夕
歴
任
さ
れ
、
地
方
自
治

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
つ
つ
兄
で
ご
め
い
福

を
お
祈
Ｓ
＼
い
た
し
示
7
．

府
道
京
都
宇
治
線
至
宇
治

市民茶摘みの集い

　会場略図

ｊ
μ
μ
―

而氏莱蜀みの果い会凋

　　－

［に二

駐
車
違
反
は
5
万
円
以
下
の
罰
金

健康
診断
3人に2人「受診」

守ろう交通ルール

市
政
モ
ニ
タ
ー

意
識
調
査
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あ
な
た
も
叉
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
呼
ｒ

に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ズ
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ば
″
は
昭
和

四
十
八
年
に
、
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ

熱
が
高
ま
る
中
で
開
設
。
ス
ポ

ー
ツ
教
室
＊
が
継
続
し
で
ス
ポ
ー

ツ
種
目
を
習
得
し
て
い
た
だ
ぐ
も

市
役
所
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
日
常
の
生
活
を
送
る
う
え
で

4
近
で
、
に
か
も
個
人
で
は
で

き
な
い
地
域
社
会
に
共
通
す
る

幅
広
い
仕
事
を
し
て
い
未
了
。

今
回
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
、
明
る

Ｉ

Ｓ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

歳入歳出の内訳

昭和59年度一般会計予算）

府支出金

6億抒万円（2．5）
健
康
の
保
持
・
増
進
に

の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
。
ス
ポ

ー
ツ
ひ
律
ｒ
は
市
民
が
余
暇
を

利
用
し
て
健
康
の
保
持
・
増
進
に
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
る
き
っ
か

け
を
つ
か
ん
で
欲
し
い
と
の
願
い

か
ら
開
設
し
て
い
未
丁
。

種
目
は
卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

▲老いも若きも参加して健康づくり

（昨年のゲートボールひろぱ）

健
康
体
操
、
イ
ン
デ
－
ｒ
ア
カ
、
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
な
ど
、
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
も
の
。
ま
た
、

希
望
に
応
じ
て
体
育
指
導
員
が
実

技
指
導
も
。
参
加
は
無
料
で
す
。

今
回
開
く
。
ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
狸

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ａ
5
月
3
1
日
俐

午
後
7
購
Ｔ
9
時
半
、
南
小

倉
小
学
校
体
育
館
で
。

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
＝
6
月
3
日
㈲

午
前
1
0
時
～
正
午
、
大
開
小
学

校
体
育
館
で
。

一
人
で
も
、
グ
ル
ー
プ
で
も
参

加
で
金
子
。
参
加
希
望
者
は
上

靴
持
参
で
、
直
接
会
場
へ
。

親
子
卓
球
教
室

▼
と
き
・
：
6
月
6
鳳
Ｔ
3
0
日

出
の
毎
週
水
・
土
曜
の
8
日
間
、

午
後
7
時
～
9
時
▼
と
こ
ろ
・
：
平

住
ゐ
よ
い
叩
こ
く
り
忿
了
す

る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
「
市

」
の
あ
ら
ま
し
や
、
知
っ
て

く
と
役
に
立
つ
知
識
な
ど
を

知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

宇
治
市
の
財
政
〉
、

市
役
所
が
仕
事
を
す
る
た
め

お
金
の
収
支
牽
財
政
と
い
い
、

収
入
金
蔵
入
、
支
出
を
歳
出
と

よ
び
毒
了
。

　
歳
入
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
納
め
で
い
た
だ
ぐ
市
税
の
ほ

か
、
国
や
府
か
ら
市
の
仕
事
に

対
し
て
出
さ
れ
る
国
・
府
支
出

金
、
各
市
町
村
が
等
し
い
水
準

の
仕
事
夕
で
き
る
ぶ
っ
国
税
の

市税収入

盛
小
学
校
体
育
館
▼
対
零
：
親
と

子
（
小
学
生
以
上
）
。
親
ま
た
は
子

だ
け
の
参
加
も
可
▼
定
員
・
：
3
0
組

▼
参
加
料
・
・
・
五
百
円
▼
申
し
込
み

…
参
加
料
宮
添
え
て
市
民
体
育
課

へ
。小

学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

▼
と
き
・
：
6
月
9
凰
｝
7
月

8
日
㈲
の
毎
週
土
・
日
曜
の
8
日

間
（
6
月
1
7
・
2
4
日
は
除
ぐ
）
、
午

後
4
時
～
6
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
西
大

久
保
小
学
校
体
育
館
▼
対
象
・
定

員
・
・
・
小
学
校
4
～
6
年
生
、
3
0
人

▼
参
加
料
…
無
料
▼
申
し
込
み
・
：

電
話
で
市
民
体
育
課
へ
。

少
年
野
球

中
学
生
団
員
の
募
集

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
中
学
野
球

部
団
員
客
奮
Ｉ
禾
す
。

▼
対
象
・
：
市
内
で
通
学
ず
る
中

学
生
▼
申
し
込
み
・
・
大
石
賢
一
さ

ん
（
豊
㈲
7
4
5
0
）
ま
で
。

市
民
潮
干
狩
り

▼
と
き
・
・
・
6
月
1
7
品
▼
と
こ

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に

その他12億1千万円

’教育費

ｓｏｄｓ千万円

＼（ｌ！．3）．

歳出

276億8千万

汗く

総務責

4嗜Ｓ千万円

公債賢

37億9千万円

＾（13．7）／

（内ｔパーセント

衛生費

ｚｉ億ｅ千万円

陸上競技春季大会種目衷

〈男子〉

100ｍ 小＾Ｔ－生中’ｙ：上高仕・一心

400ｍ
－ ．｜ｉ？？生高校・－ｎ

800ｍ ’ｉヽ’Ｔ－生中学生 高校一一般

1500ｍ
－ － 高十之・―・ｉ

3．ＯＯＯｎｉ － 中学生
－

5．000ｍ
－ － 鳥校－一般

走り柘日兆び － 中学生 高校・一般

走り臨跳び
－ 中－／・－■1－：高校－≪ｔ

ａ丸投Ｉｆ
－
巾’ｒ－生高ｔｉ・－≪

400ｍリレー ｄヽ■ｒ－生
一 商校・一般

800ｍリレー
－
中学生

－

やりｉ’ｉｉｒ － － 高枚・一般

ろ
・
：
御
殿
場
浜
（
津
市
）
▼
対
象

・
定
員
・
・
・
市
民
及
び
市
内
勤
務
者

と
ｔ
の
家
族
、

1
0
0
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
料
・
・
・
大
人
（
中
学
生
以
占

三
千
二
百
円
、
’
石
も
二
千
一
八
百

円
▼
申
し
込
み
・
・
・
参
加
料
舎
添
え

て
市
民
体
育
課
へ
。

宇
治
市
陸
上
競
技

春
季
大
会

▼
と
き
・
・
・
6
月
1
7
日
面
、
開
会

式
午
前
9
時
（
受
け
付
け
午
前
8

時
～
8
時
5
0
分
）
函
大
決
行
▼
と

こ
ろ
・
・
太
陽
が
丘
陸
上
競
技
場
▼

種
目
・
：
右
表
▼
参
加
資
格
・
・
・
陸
協

登
録
者
及
び
小
・
中
学
生
▼
参
加

ｌ償却資産等

家屋ｉｅｆｔ2千万円

土地ＩＳｔｔＩ千万円

〈女子〉

ｌＯＯｍ 小ごｒ－生＞＼”ｒ－生商校・－ｆｔ

400ｍ
－ － 高校・―・≫

800ｍ ー 中＜ｒ－生高校・一般

走り似跳び
－
巾＾？生 高校・－●ｉ

走り商跳び
ー 中孚生 高校・－●1

砧
－ 中’Ｔ－ｉ．高ｔｉ：・－●ｔ

400ｍ’Ｉレー ’Ｉヽ－／・■生中学生 鳥ｔｉ・－●ｔ

やりｔｉＩｆ － ー 商枚・－≪

料
・
・
・
一
般
・
高
校
生
五
百
円
、
小

・
中
学
生
三
百
円
、
リ
レ
ー
Ｔ

チ
ー
ム
）
五
百
円
▼
申
し
込
み
・
：

所
定
の
用
紙
ま
た
は
は
が
き
に
、

住
所
、
氏
名
、
一
年
齢
、
出
場
種
目
、

学
校
名
、
所
属
＊
Ｊ
Ｓ
記
の
上
、
広

野
町
尖
山
2
1
2
2
3
長
棟
秀
之
さ
ん

か
、
五
ヶ
庄
三
番
割
剛
宇
治
市
体

育
協
会
へ
5
月
2
6
ｔ
ｎ
Ｂ
必
着
で
。

市
職
員
の
募
集

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

保
母
職
・
・
・
昭
和
3
5
年
4
月
2
日

～
4
1
年
4
月
1
日
に
生
次
れ
、

保
母
資
格
を
有
す
る
女
子
、
Ｉ

人
。

電
気
技
師
…
昭
和
2
9
年
4
月
2

日
～
4
1
年
ｔ
月
1
日
に
生
次
れ
、

高
圧
電
気
工
事
士
ま
た
は
電
気

主
任
技
術
者
の
資
格
を
有
す
る

男
子
。
よ
。

▼
試
験
日
・
：
5
月
2
6
日
出
、
午

前
9
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
よ
落
市

職
員
会
館
▼
申
し
込
み
…
市
販
の

履
歴
書
に
記
入
し
、
最
近
6
ヵ
月

以
内
の
本
人
の
写
真
を
ほ
り
、
申

込
書
（
職
員
課
に
あ
り
）
忿
添
え

て
、
5
月
2
5
日
面
ま
で
に
職
員
課

へ
。
郵
送
に
よ
る
受
け
付
け
は
し

ま
せ
ん
。
（
職
員
課
）

調
理
師
試
験

▼
と
き
・
・
・
6
月
1
0
日
㈲
、
午
後

1
時
半
～
3
時
半
▼
試
験
場
・
：
京

都
会
場
＝
関
西
文
理
学
院
（
鞍
馬

口
校
）
▼
願
書
受
付
・
：
5
月
2
5
日

溺
ま
で
各
保
健
所
で
▼
手
数
料
…

お買い物のめやす

消費者物価20（５
月分）この公表価格は，5月始めに実施した■＜費生活モニ

ター店頭価格調査に基づくものです。（商工観光課）

品目 規格 詔 価格状此
駁高価格駁ｌｌｉ価格紳前ｌｊ比

灯油
18（店3Ｓ

川1．463

▲1．2
｜り1．550

円1．400

18（配達 1．500▲1．11．5501．440

ガソリン
レギュラー1（現金売＞）

140▲4．8 150 136
テ4・・ｊシュ

ベーノぐ－

400収入ｌ柚（ク’Ｉキ／クス・スコッテ＜）

156▲2．5 225 118
ｆｉ所用ラップ サランラップ30ｃ≪Ｘ20ｍ225▲0．4 268 ｉｅ8

アルミホイル 25ｃｎｉＸ8ｍ 159▲4．2 185 108

シャンプー 液体ポリ容器220ＣＣ花王ェ・ｚセンシャル235 2．2 290 2Ｘ〕

洗ｉｌＴ用粉石けん2．4ｌ＞ｇ 871▲3．3 950 750

牛肉 すきやき用中仕度100ｇ366人4．7 40）255

ＪＳさけ 切身100ｇ 271▲5．6 400 16）

バレイショ 男ＩＩｌ∽ｇ 36 20．0 55 20

キャベツ中玉約Ｕｇ 345 5．8 500 185

鶏卵
Ｍサイズパック入10個

200▲6．5 228 178

食用油 日清サラダ油瓶入Ｉ．65Ｏｇ584 1．4 680 495

しよう油
キッコーマン濃口瓶入2ｔ

541 0．4 580 515

砂楠 上白Ｕｇ 263 5．6 290 210

小麦粉 日滸小麦粉フラワー1ｋｇ（薄力粉）四 3．0 231 163
インスタントコーヒーネスカフェ．≪ラベル瓶入150ｇ

983 1．51，055920

みそ タヶヤミソ1Ｈ 320 1．3348 238

Ｉｔ’＜ン
普通品1斤
（スライスしたもの） 167▲2．3 170 四

洗濯代 ワイシャツ（のｉそで153 8．5 350 120

な
お
、
開
島
一
式
に
参
加
し
な
い

選
手
は
棄
権
と
み
な
Ｌ
ぶ
予
。
小

学
生
は
ス
パ
イ
ク
使
用
″
ｍ
。
リ

レ
ー
ｍ
い
て
一
人
一
種
目
。
小

学
生
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
（
市
民
体
育
課
）

三
千
四
百
円
▼
受
験
資
格
・
：
2
年

以
上
調
理
業
務
に
従
事
し
た
人
。

詳
細
は
宇
治
保
健
所
（
き
⑤
2
1

9
1
）
へ
。
（
宇
治
保
健
所
）

歯
の
ひ
ろ
ば

良
歯
の
早
期
発
見
や
、
歯
の
汚

れ
の
状
態
な
ど
の
点
検
で
歯
の
健

康
聚
守
り
ま
し
ょ
う
。
京
都
府
歯

科
医
師
会
が
主
催
し
て
、
歯
の
ひ

ろ
ぼ
が
開
か
れ
ま
す
。

▼
と
き
・
：
5
月
2
6
日
出
、
午
前

1
0
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
2
時

半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
保
健
医
療
セ
ン
タ

ー
（
市
役
所
向
か
い
側
）
▼
内
容

：
歯
の
健
康
診
査
、
フ
″
素
塗
布
、

歯
み
が
き
指
導
、
展
示
、
映
国
な

べ

来
場
者
全
員
に
、
歯
ブ
ラ
シ
と

コ
″
プ
の
セ
″
ト
を
さ
し
上
げ
ま

す
。
（
保
健
予
防
課
）

母
子
家
庭
の
奨
学
金

京
都
府
の
五
十
九
年
度
に
子
家

庭
奨
学
金
で
す
。

▼
対
象
・
：
乳
幼
児
か
息
向
校
生

ま
で
の
母
子
家
庭
児
童
（
京
都
府

の
他
の
奨
営
老
既
に
受
け
て
い

る
人
は
除
ぐ
）
▼
支
給
額
（
年
額
）

・
・
・
乳
幼
児
一
〈
千
円
、
小
学
生
＝

一
万
二
千
円
、
中
学
生
＝
二
万
四

千
円
、
高
校
生
之
一
巡
〈
千
円
▼

申
請
・
・
・
5
月
3
1
日
ま
で
に
、
福
祉

課
に
あ
る
申
請
用
紙
刄
昨
年
度

営
け
て
い
た
人
も
毎
年
新
た
に
申

請
が
必
要
で
す
。
（
福
祉
課
）

5
7
年
工
業
統
計
調
査

結
果
報
告
書
を
販
売

五
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日
現

在
で
実
施
し
た
工
業
統
計
調
査
の

本
市
独
自
集
計
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

結
果
報
告
書
は
Ｂ
5
版
三
十
九

ペ
ー
ジ
で
、
希
望
者
に
は
一
部
二

百
五
十
円
で
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
、
企
画
課
ま
で
お
越
し
ぐ
だ
さ

い
。
（
企
画
課
）

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

〈
五
ヶ
庄
地
域
第
1
回
〉

▼
と
き
・
・
・
5
月
2
5
日
吻
。
午
後

7
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
：
大
和
田

公
会
堂
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
は

傍
聴
で
孝
季
ｙ
。
（
企
画
課
）

宇
治
川
魚
釣
り
大
会

▼
と
き
・
：
5
月
2
7
日
㈲
（
函
大

決
行
）
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇
治
川
一
帯

（
下
流
は
隠
九
橋
ま
で
）
▼
参
加

受
付
…
事
前
＝
宇
治
市
観
光
セ
ン

タ
ー
（
5
月
1
3
日
か
這
百
午
前

9
時
～
午
後
5
時
）
、
当
日
＝
中

の
島
朝
霧
橋
畔
特
設
テ
ン
ト
内
と
、

京
阪
宇
治
駅
前
（
午
前
6
時
～
1
0

時
）
▼
魚
の
持
ち
込
み
・
・
・
中
の
島

朝
霧
橋
畔
特
設
テ
ン
ト
内
（
正
午

1
午
後
1
時
）
▼
魚
種
・
・
六
エ
、

コ
イ
、
フ
ナ
、
こ
れ
以
外
で
も
価

値
の
あ
る
も
の
は
特
別
賞
の
対
象

と
な
る
▼
窒
容
念
Ｔ
寸
法
（
活

魚
に
限
る
）
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
宇

治
観
光
ｓ
会
（
豊
⑩
3
3
3
4
）

へ
。
（
商
工
観
光
課
）

水
石
展

平
等
院
の
隣
、
竿
治
川
べ
り
の

観
光
セ
ン
タ
ー
二
階
展
示
ホ
ー
ル

で
、
第
三
十
九
回
水
石
展
（
宇
治

愛
石
会
主
催
）
を
開
き
手
八
。

▼
期
間
・
・
・
5
月
2
8
日
側
～
6
月

3
日
面
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

ａ
エ
観
光
課
）

満3歳になったら

日本脳炎予防接種

五
月
二
十
九
日
か
ら
日
本
脳

炎
予
防
接
種
が
は
じ
養
栄
子
。

基
礎
免
疫
は
、
初
回
と
し
て
満

三
歳
の
と
き
に
、
一
～
二
週
間

の
間
隔
で
二
回
接
種
し
、
翌
年

一
回
の
追
加
接
種
寧
葛
と
完

了
し
ま
す
。

▼
対
象
・
：
満
見
尾
と
昨
年

▲印は減

民
間
協
力
で
す
す
む

福
祉
の
街
づ
く
り

市
で
は
、
障
害
者
が
安
心
し
て

住
め
る
福
祉
の
街
づ
く
り
実
現
の

た
め
、
福
祉
環
境
基
準
を
定
め
、
公

共
施
設
は
も
ち
ろ
ん
、
民
間
施
設

に
も
協
力
奎
ｙ
－
め
て
い
ま
ず
。
こ

の
ほ
ぺ
次
の
事
業
所
に
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ひ
あ
じ
ろ
ぎ
樹
の
集
会
所
（
木

幡
）
．
Ｏ
ピ
ッ
ク
ア
コ
ム
ー
ビ
ッ

ク
ス
タ
ー
＝
パ
チ
ン
コ
（
五
ヶ
庄
）

ふ
谷
歯
科
医
院
（
大
久
保
町
）
、

ご
学
校
法
人
・
宇
治
学
園
（
宇
治
）

パ
チ
ン
コ
・
百
萬
ド
ル
（
広
野
）
。

（
福
祉
課
）

初
回
と
し
て
2
回
接
種
し
た
幼

児
。
な
お
、
―
歳
ま
で
の
未
就

学
児
童
で
基
礎
免
疫
の
完
了
し

て
い
な
い
幼
児
も
受
け
ら
れ
ま

す
▼
日
程
支
蕩
・
・
・
5
9
年
度
保

健
予
防
年
間
日
程
表
を
ご
覧
ぐ

だ
さ
い
。
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」

及
び
「
市
政
だ
よ
り
」
4
月
1

日
号
に
掲
載
▼
持
ち
物
・
・
直
子

毛
帳
、
印
鑑
、
筆
記
用
具
▼
接

種
1
屁
い
場
合
・
・
・
①
三
種
混

合
予
防
接
種
か
受
け
て
Ｌ
週
間

以
内
、
②
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻
し
ん
、

急
性
灰
白
髄
炎
の
予
防
接
種
を

受
け
て
か
ら
1
ヵ
月
以
内
、
③

流
行
性
耳
下
腺
炎
、
麻
兄
、

風
1
ん
、
水
痘
が
治
っ
て
か
ら

1
ヵ
月
以
内
。

（
保
健
予
防
課
）

324

5月29日から始

まります

お
知
ら
せ

税を知る①

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ

ば

市民体育のお知らせ

一
部
が
配
分
さ

れ
る
地
方
交
付

税
、
そ
し
で
借

入
金
で
あ
る
市

債
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

　
宇
治
市
の
昭

和
五
十
九
年
度

歳
入
・
歳
出
の

内
訳
（
一
般
会

計
予
算
）
は
、
上
グ
ラ
フ
の
と

お
り
で
す
。

　
〈
市
税
は
貴
重
な
自
主
財
源
〉

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い

た
ダ
ふ
税
収
入
は
、
市
の
歳

入
予
算
の
約
半
分
か
己
め
、
自

主
財
源
と
し
て
重
要
な
役
割
を

果
た
し
で
い
ま
す
。

　
市
税
の
総
額
は
、
五
十
九
年

度
予
算
で
は
百
三
十
五
億
六
千

万
円
、
前
年
度
に
比
べ
八
・
九

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
で
す
。
そ

の
内
訳
は
右
グ
ラ
フ
の
と
お
り

で
、
市
民
税
（
個
人

‘ ・
法
人
）
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
で

合
計
百
二
十
一
億
九
千
万
円
。

全
体
の
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を

占
め
て
い
ま
支
市
民
税
課
）

市税の種類と税収見込額（135億6千万円）
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